
CASE 6 同時売却を活用して
他の相続人への代償金を準備

相談の背景 B a c k  g r o u n d

相談者は、母親の相続で、遺言書により建物2棟および借
地権を取得しました。　
　
しかし相続登記や借地契約の名義変更完了から1年後、突
然、相談者の弟が「相続財産の遺留分を請求する権利があ
る」と主張し、金銭を要求。相続財産は不動産のみで、資金
準備にお困りでした。

土地の分割は地中等も含めて慎重に検討をしないと、
思わぬ費用とトラブルが発生する可能性があります。
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M e s s a g e
ひとこと

遺留分！！

課題と問題点 S t a t u s  &  P r o b l e m

① 現金不足
P r o b l e m

着眼点 V i e w p o i n t s

課題 弟の意向確認と資金繰り

② 相続資産は分割しにくい「建物」および「借地権」

分割方法 土地分割の可否 資金繰り

現物分割・換価分割・代償
分割どの分割方法が
適切か？

借地権しか持たない土地
を分筆できるか？

兄の持ち分を保ちながら、
該当不動産を
換価できるか？

本事例のポイント P o i n t

相続登記や名義変更の完了後に他の相続人等が分割再協議を主張してくることは起こりえます。本事
例のように、相続財産が換価や分割しにくい財産だった場合、再協議でもめることも。相続時には、す
べての相続人の意向をしっかり確認し、生前に被相続人の意向を推定相続人等に周知徹底しておくこ
とも大切です。

一旦、相続手続きが完了したとしても、
他の相続人が分割を主張してくることがあるP O I N T

対応策 M e a s u r e s

当初、借地権の相続をやり直して兄弟の共有とし、土地を分筆して現物を渡すことができ
ないか検討。しかし地主と折衝を行うも、遺産分割は借地人間の問題であり、分筆等には応
じられないと回答された。

土地の分筆による
現物相続を検討2

弟の請求額の確定1 不動産に関する相続税評価額および周辺の取引事例等を提示し、金額の交渉を行った。

地主の好意により、借地権の一部譲渡は認めてもらえたので、一部譲り渡し予定の業者
と共同で底地を買取り、共有物分割を行った。②③の間、約1年を要した。

借地権の一部譲渡～
底地の買取～共有物分割3

借地権の一部を譲渡した金額で、持分の土地購入資金および弟への代償金充当が可
能なスキームを作成。ただし、登録免許税・不動産取得税・譲渡所得税等の税金について
はまかなうことができず、自己資金で対処してもらうこととなった。

資金繰りの調整5

共有物分割のラインを決めたが、ガス管・下水管の引込管がラインをまたいでしまった
ため、配管の付替えを行う。ライフラインの調整4
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